
令和２年 11月 13日 

Poco a poco …     

              新人戦まで二週間あまり・・・ 

ローマは一日にしてならずじゃ 

新チームは、TRM連敗中●●●●●… 

今は、臥薪嘗胆‼ 新人戦までの二週間に全力を尽くす‼ 
早いもので、11月も中旬を迎えました。暦の上では立冬を越

え、朝晩の寒さが堪える季節になりました。近頃では、夕方の五

時を過ぎるとグランドは急に暗くなるので、練習では照明が大活

躍しています。短い秋もあっという間に終わり、もう冬の足音が

そこまで聞こえてきています。自分自身、初めて経験する八王子

の冬ですが、きっと寒いのでしょうね…。     ＜通勤途中に見える冬の富士山は綺麗です＞ 

新チームは TRM未だ勝利はなし…。臥薪嘗胆の精神で乗り切る‼ 

新チームがスタートして一か月が経過しました。その間、ＴＲＭも 13ゲーム行いましたが、二

試合引き分けがあるのみで、未だ勝利はありません。新チームの初公式戦である新人戦まで二週

間余りと刻一刻と迫って来ている中、結果（勝利）が出ずに苦しい状況が続いていますが、今は

焦らずに目の前の課題にしっかりと向き合い、引き続き日々のトレーニングは「いい空気感」で

質を落とさずに臨んでいきたいと思います。 

また、日頃のＴＲＭのマッチメイクは、Ｔリーグ所属の新チームやセカンドチームなどの格上チ

ームから、同じリーグ戦を闘うレベルのチームなど、時期とタイミングを図りながら考えて行っ

ています。もちろん、指導者同士の繋がりもありＴＲＭの依頼を受けて組むこともあります。今ま

での指導経験上、様々なチームとのＴＲＭが子どもたちのサッカーの幅を広げ、成長に繋がること

は既に実証済みです。新チームはスタートしたばかり。もう少し時間が掛かりますが、チームス

ローガンの「Poco a poco」の精神でブレずにやっていきます。 

＜2021チームは、初勝利を目指し只今奮闘中‼ 明けない夜はない‼＞  



Footballで広げよう、地域（八王子）交流の輪‼ 

今年度は、新型コロナの影響により、東京都教育委員会の指示で部活動体験会が実施できず、

受験生や保護者の方々から進路活動が滞り困惑しているという相談を多数受けています。片倉高

校サッカー部では、休校中の六月の早い段階から、学校のホームページを利用して中学生向けに

案内を出し、「高校でもサッカーを継続していこうと考えている中学生」を対象に相談会を行って

きました。もちろん、本校だけでなく他校志望者に対しても受け入れてきました。今のところ、

微力ながら、お役に立てているようなので、今後も引き続き対応していきたいと思っています。 

さて、先日、一番のご近所である中山中学校サッカー部の顧問の先生から依頼を受けて合同練

習を本校グランドで実施しました。今年度は、柚木中学校や町田市立木曽中学校とＴＲＭを行いま

したが、合同練習については初めてです。当日は、参加した 12名の中学生を一年生とＧＫコーチ

が指導に当たり、サッカー部の基本的なトレーニングメニューの紹介とミニゲームを二時間ほど

行いました。最初は緊張していた中学生も時間の経過とともに笑顔やゴールを決めてガッツポー

ズも見られ、顧問の先生からは感謝の言葉を頂きました。高校生にとって、日頃培ってきた成果

を言葉に変えて人に伝えることは難しいものですが、これもトレーニングであり貴重な経験の場

です。今後も近隣の中学校を始め、地域との交流を通して子どもたちを育成していきたいと思い

ます。また、前々任校から年五回ほど実施している、少年サッカー大会や中学生の部活動体験会

は、コロナの収束の目途が立ち次第行いたいと考えていきます。 

Footballを通して地域（八王子）との交流が、子どもたちの成長に繋がります‼ 

＜片倉高校サッカー部では他のカテゴリーとの交流を 365日積極的に受け入れていきます＞ 

＜After the Game＞ 
先日、ＮＨＫの WEBの記事に、東京六大学リーグで 10シーズンぶりに優勝した早稲田大学のこ

とが掲載されていました。優勝から遠ざかっていた名門大学野球部の再建の陰の立役者は、82歳

の徳武コーチ。球歴は早実（甲子園出場）‐早稲田大学では五シーズンベストナインに選ばれ、

プロ野球選手 10年間（903 安打、91ホームラン）と華々しい方です。そんな彼の指導法は「技

術的なものも、もちろん大事だけれど、すさまじいほどの練習を選手たちにさせていた。周囲を気に

せず夢中で教える。世は「効率」の時代である。しかし、やらなきゃだめだというのをできるようにな

るまで徹底的に叩き込み鍛えに鍛えてリーグ首位打者を何人も作った。」正に職人気質ですね。 

新体制になって一か月が経ちました。二年生にとっては、目新しいスタイルのトレーニングや

知識が多く、苦労も多いように見えますが真摯に向き合っています。何事も直ぐに身に付くもの

はありませんが、じっくり時間を掛けて取り組んでいきたいと思います。 


